
無言の初詣

かしら打ち

お雑煮

ホトホト
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少しのぞいてみましょう。

霞のドンドさん
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楽しむだけでなく、知ることで

守る観光のあり方です。
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が切られるのを合図に取り合います。

エ
コ
ツ
�
、す
る
？

に
ち
な
ん
の

いざ！夜の日南町へ！

日南町
エコツーリズムのススメ

NICHINAN ECOTOURISM
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夜
の
森
に
舞
う
、
光
の
軌
跡
。

国
内
屈
指
の

ホ
タ
ル
観
賞
ス
ポ
ッ
ト

ふ
く
ま
き

ほ
た
る
の
く
に

大
変
希
少
な

光
の
大
饗
宴

　
日
南
町
に
は
、「
福
が
万
と
来
る
」

と
書
く
「
福
万
来
（
ふ
く
ま
き
）」
と

い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
に
訪

れ
る
だ
け
で
も
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
そ

う
な
地
名
で
す
。

　
ホ
タ
ル
の
時
期
に
は
、
こ
こ
を
『
福

万
来
ホ
タ
ル
乃
国
（
ふ
く
ま
き
ほ
た
る

の
く
に
）』
と
呼
び
ま
す
。
福
万
来
の

ホ
タ
ル
は
全
て
野
生
の
ホ
タ
ル
た
ち

で
、
こ
の
地
に
生
息
し
て
い
る
約
２
万

匹
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
川
の
上
を
優
雅
に

舞
う
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
光
の
大
饗
宴
を

一
目
見
れ
ば
、
福
万
来
の
ホ
タ
ル
た
ち

が
あ
な
た
に
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
福
万
来
は
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
が
同
時
か
つ
大
規
模
に
見
ら
れ
る
全

国
で
も
珍
し
い
ホ
タ
ル
観
賞
地
で
す
。

　
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
１
秒
間
に
２
度
光
を

点
滅
さ
せ
る
の
が
特
徴
で
、
メ
ス
は
地

表
で
、
オ
ス
は
地
面
か
ら
１
〜
２
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
を
飛
行
し
な
が
ら
発
光
し

ま
す
。

　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、
発
光
時
間
が
数

秒
間
と
ヒ
メ
ボ
タ
ル
よ
り
も
長
い
の
が

特
徴
で
、
メ
ス
は
葉
っ
ぱ
な
ど
の
上
で
、

オ
ス
は
水
辺
近
く
の
上
空
を
飛
行
し
な

が
ら
発
光
し
ま
す
。

福
万
来
で
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
観
賞
地
が
向
い
合
わ
せ
に

な
っ
て
お
り
、
数
年
に
一
度
、
ふ
た
つ

の
ホ
タ
ル
の
ピ
ー
ク
が
重
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル

と
美
し
さ
は
日
本
一
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
林
に
生
息
す
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
林
の
そ
ば
を
流
れ
る
川

に
生
息
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
同
時
に
観
賞
で
き
る
全
国

有
数
の
ホ
タ
ル
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
毎
年
６
月
下
旬
〜

７
月
上
旬
に
か
け
て
山
中
で
光
を
放
ち
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル

の
幻
想
的
な
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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福万来ホタル乃国の楽しみ方

スタート地点

アクセスのご注意

光・ライトについて

防虫について 観賞の服装について 観賞の範囲について

音について 捕獲をしないでください

ホ
タ
ル
と
人
が

共
存
し
て
い
く

た
め
に
。

ホタル観賞のための禁止とご注意

FUKUMAKI
福
万
来
に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
た

ち
は
、
日
南
町
の
山
上
地
域
に

て
活
動
さ
れ
て
い
る
「
山
上
ま

ち
づ
く
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
観
賞
道
の
伐
木
や

草
刈
り
を
行
っ
て
ホ
タ
ル
が
生

息
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い

る
こ
と
を
始
め
、
ホ
タ
ル
の
活

動
時
期
（
時
間
）
に
な
る
と
家

の
外
に
漏
れ
る
明
か
り
を
消
し

た
り
、
車
の
ラ
イ
ト
が
ホ
タ
ル

に
当
た
ら
な
い
よ
う
日
に
ち
と

時
間
を
決
め
て
観
賞
道
を
車
両

通
行
止
め
に
す
る
な
ど
、
ホ
タ

ル
の
生
態
を
守
る
と
同
時
に
、

ホ
タ
ル
を
観
賞
さ
れ
る
方
々
に

と
っ
て
も
快
適
な
場
と
な
る
よ

う
、
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

観
賞
の
際
は
以
下
の
点
を
十
分
に

ご
注
意
の
う
え
、
福
万
来
ホ
タ
ル

乃
国
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上段でも触れましたが、ヒメボタルは車の光が苦手な生き物です。福万来ホタル乃国への道中も、多くのヒメボタル生息地があります。ヒメ
ボタル生息地への影響を最小限にするためにも、ホタルを観賞される皆さまには道の駅「にちなん日野川の郷」（P.46）を発着するシャトル
バスの積極的な利用をお願いしています。今後末永くホタルと人が共存していくためにもご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

ホタルの繁殖数減少の原因となりますの
で、懐中電灯や車の光、ストロボなどの人工
灯は使用しないでください。

ホタルは音にも敏感です。大きな音を立て
ないよう、静かに観賞しましょう。

ホタルは環境の変化に弱い生き物です。決
して捕獲をしないでください。

ホタルも虫です。虫除けスプレーや蚊取り
線香はホタルの生命に関わりますので、使
用しないでください。

ヒメボタルの生息地には、人に危害を与える生物
が出没する恐れがあります。虫除けスプレーは使
用できませんので、肌の露出は極力控えていただ
き、長靴または肌の出ない靴にて観賞しましょう。

ヒメボタルは陸生で、メスは羽が退化して
飛ぶことができません。ホタルを踏みつけ
ることが無いよう、指定された観賞エリア
より中に立ち入らないでください。

HOTARU MAP

FUKUMAKI HOTARU MAP

福万来ホタル乃国に訪れたこと
を肌で実感できる地で、ゲンジボ
タルが杉の間から飛び始めます。
最初のホタルを見つけられたら
自然と心が躍ることでしょう。

九兵衛山岩

※各地点の名称は地域での愛称で、
看板や建造物等はありません。

スタートしてからヒメボタル
を最初に目にするスポットで
す。その数は近年、急増してき
ています。

ホタル観測木
道端に植わっている栗の木の
白い花が満開になったらゲン
ジボタルも見頃を迎えます。対
岸のゲンジ屋敷と呼ばれるス
ポットには数百匹のゲンジボ
タルが乱舞します。

城下内駕籠置場 売店・厠
バスのロータリーとなっており、シャ
トルバスや観光バスはここまで来る
ことができます。売店やトイレ、入国
券売場などもあります。車椅子の貸し
出しサービスもご利用いただけます。

姫御殿
近年、間伐が行われ、日光が山全体に
入るようになったことで、ヒメボタ
ルの数が増加の傾向にあります。長
い回廊の中でも、思わず足を止めて
しまうポイントの一つです。

南大手門
福万来ホタル乃国もいよいよ終点間
近。カジカ蛙の声と川のせせらぎが、
耳を癒してくれます。左右の林を行
き交うヒメボタルは暗闇の中を歩く
人々を林の一部と思っているのか、
悠々と人の前を横断していく様子が
見られます。

1

ホタル回廊入り口
ホタルが賑わいを見せ始める通称
「ホタル回廊」。川にはゲンジボタ
ル、山にはヒメボタル。目の前をヒ
メボタルとゲンジボタルが飛びか
う姿は、福万来ホタル乃国の繁栄を
感じ取ることができるでしょう。

野呂山口
通称「野呂山口」より福万来ホタル
乃国の上手下手を見渡せばホタル
回廊の全貌が明らかになります。対
岸では、ヒメボタルが急速に増加し
ていますが、私道であることと、マ
ムシ等の危険な生物が潜んでいま
すので、遠くより眺めてください。

4

御先原櫓 観測道
谷間が急激に狭くなり、ヒメボタルとゲ
ンジボタルが急接近。暗闇に点々と光る
ヒメボタルはまるで宇宙の星々を間近
で眺めている感覚になります。ゲンジボ
タルは頭上の遥か上空を優雅に飛び、福
万来の満天の星空に溶け込みます。まる
で宇宙旅行に出かけたかのような絶景
をお楽しみください！！

5

3

2

35

2

1

4
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1
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4
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5

3

2

音について
ホタルは音にも敏感です。大きな音を立て

35

2

1

4
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学名 ：Andrias japonicas
目 ：有尾目
科 ：オオサンショウウオ科
分布 ：西日本
環境 ：河川
全長 ：500 ～ 700 ㎜

出版社：そうえん社
写真：福田幸広 
文：ゆうきえつこ

オオサンショウウオが
生息する環境

恐竜の時代から存在！ 世界最大の両生類 ひたすら待ち伏せ！
オオサンショウウオは恐竜が存在した１憶3,000万
年前から生息し、古代から現在まで姿を変えずに生
き抜いてきた、地球の大先輩です！

最大全長は150cm、体重30㎏。野生個体では全長50
～70cmほどですが、イモリやカエルなどの両生類
の中では最大の大きさです。

卵を守る 子育てはオスがする

オオサンショウウオのこと

© Yukihiro Fukuda

かわいい手足

オオサンショウウオ

ハンザケ資料展示室
（多里地域振興センター内）

貴重な写真にく
ぎづけ！撮影場所の多く
が日南町！

特
別
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
の
注
意

福田幸広さん
ふく だ ゆき ひろ

餌を取るときは、岩のようにジッと動かず、ひたす
ら鼻先に獲物が来るのを待ちます。近付いたら、大
口を開けてガブッと丸のみ。

Giant salamander
Inhabiting environment

0 1 0 2 0 3

繁殖のための横穴をオスが探し、メスはオスの待つ
巣穴に入って産卵します。産卵が終わるとオスのみ
が巣穴に残り、卵を守ります。

動物写真家。山から海まで広く出掛けて動物たちを撮影。
日南町の川で６年間500日かけてオオサンショウウオの
撮影に挑み、世界で初めて産卵から子育てまで撮影に成
功。平成26年に発刊した「オオサンショウウオ」は翌年、小
学館児童出版文化賞を受賞した。

日本の標高400～600mにある河川の上流域に生息して
います。夜行性で、昼間は水辺の巣穴などで休んでいま
す。餌は魚類やサワガニなど。日野川源流域には、オオ
サンショウウオの繁殖に適した環境が多く残っていま
す。オオサンショウウオの寿命は100年を超えるといわ
れています。肺呼吸をしますが、皮膚呼吸の割合も大き
く、生息するにはきれいな水が必要です。夜行性で、昼
間はゆっくり動きますが、夜間には水中で機敏な動き
を見せてくれます。巣穴をめぐって、オス同士が激しく
戦うこともあります。

ハンザケ（オオサンショウウオ）の生態を分かり
やすく展示しています。
住所：日南町多里826　開館時間：平日10：00～
16：00／TEL：0859-84-0151

オスは卵が孵化するまで巣穴の入り口を見張り、卵
塊を揺らして成長を助けます。孵化後も幼生が巣穴
を出ていくまで保護します。

体全体がヌルヌルしていますが、肢の裏だけヌルヌ
ルしておらず、赤ちゃんの手のようなかわいい形で
前肢の指は 4本、後ろ肢の指は 5本あります。
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